
日 時： 令和６年 11 月28日（木）15:00～16:00 

場 所： 東海村役場 3F 庁議室 

◎ 重点事項

No 案件名 担当部署 ページ 

1 デマンドタクシー「あいのりくん」AI 配車システムの導入について 産業政策課 1 

2 「東海村緊急保育所（なないろ）」 開所について 子育て支援課 2 

3 証明書郵送請求のオンライン化について 地域戦略課 3 

4 窓口と執務エリアの一体的な改革について 総合戦略部・福祉部 4-14

5 「IDAHO GOVERNORS VALUED PARTNER AWARD」を受賞！ 政策推進課 15 

◎ 定例事項

No 案件名 担当部署 ページ 

1 令和７年東海村新年賀詞交歓会 政策推進課 16 

2 令和７年東海村消防出初式について 防災原子力安全課 17 

3 令和６年第４回東海村議会定例会 提出議案概要 総務人事課 18-21

4 令和６年第４回東海村議会定例会 補正予算案参考資料 財政経営課 22-26

◎ イベント情報

No 案件名 担当部署 ページ 

1 秋季企画展「塙南可・千里展－むらをうつす－」 生涯学習課 27-28

2 東海村高校生会主催「中高生 cafe」 生涯学習課 29-30

3 令和６年度東海村男女共同参画推進フォーラム 村民活動支援課 31-32

４ 劇団とみかる 令和６年度講演民話ミュージカル「真崎城の白百合姫」 生涯学習課 33-34

５ TOKAI スマイルマラソン 2025 の開催 生涯学習課 35 

令和６年度 第３回 

東海村 村長定例記者会見資料 



  

 

 

東海村記者発表資料 
令和 6年 11月 28日(木) 
産業部産業政策課産業政策推進担当 
電話：029-282-1711(内線 1268) 

 

 

  

 

1



  

 

 

東海村記者発表資料 
令和 6年 11月 28日(木) 
福祉部子育て支援課計画推進・施設担当 
電話：029-282-1711(内線 1186) 

 

「東海村緊急保育所（なないろ）」開所について 

  

子育て家庭の共働き率増加に伴い，特に入所保留児が増加している 0歳児から 2歳

児の受け皿を確保するため，村では令和７年２月から公立認可外保育施設「東海村緊

急保育所」を開所いたします。 

本施設は，認可保育施設入所に至らなかったお子さまが認可保育施設へ入所するま

で一時的に在籍する施設であり，今後の保育ニーズを鑑みながら入所保留児解消の見

通しがつくまでの必要年数のみ運営する，期限付きの保育施設となります。 

現在，令和6年3月に閉園した「須和間幼稚園」を改修し，調理室を整備するなど，

開所に向けた準備を進めております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【東海村緊急保育所（なないろ）の概要】 

設 置 者    東海村（公設公営）  

所 在 地    東海村大字須和間 440番地（旧須和間幼稚園） 

建 物 面 積    646㎡（鉄骨造 1階建 昭和 50年建築） 

利用対象者    村内在住で保護者が就労事由等により保育することができない児童のうち， 

認可保育施設へ入所申し込みをしたが入所に至らなかった児童（入所保留児）  

定 員    30名（0歳児 5名，1歳児 15名，2歳児 10名） 

            ※離乳食完了後から利用可 

利 用 期 間    月を単位とし，4月から翌年 3月までの最大 12 か月 

           （令和６年度に限り２月から３月の２か月間） 

            ※翌年度の申し込みでも入所に至らなかった場合は， 

再度 4月から翌年の 3月まで利用可 

開 所 日    月曜日～金曜日 

開 所 時 間    午前 7時 30分～午後 7時 

施設の種類    認可外保育施設 

            ※設備や人員等の基準は認可保育所と同程度 

運営開始日    令和 7年 2月 1日 

 

 

 

  

旧須和間幼稚園 
現在工事中 

愛称 

「なないろ」 
 

一人一人の色（個性）が 

一緒になって 

つながっていくように 

虹の架け橋が 

希望ふくらむ未来へ続くように 

願いを込めて 
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証
明
書
郵
送
請
求
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
つ
い
て

令
和
6
年
1
1月
2
8日
(木
)

地
域
戦
略
部
地
域
戦
略
課

D
X
・
働
き
方
改
革
担
当

電
話
：
02
9
-2
8
2-
1
71
1
(内

線
13
3
9
)

村
で
は
，
住
民
票
の
写
し
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
証
明
書
の
郵
送
請
求
手
続
き
に
つ
い
て
，
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
，
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
る
本
人
確
認
，
そ
し
て
手

数
料
・郵

送
料
を
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
等
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
で
き
る
環
境
を
整
備
し
，
令
和
6
年
1
1
月
1
日
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
受
付
を
開
始
し
ま
し
た
。

従
来
の
郵
送
請
求
で
は
，
住
民
は
申
請
書
・返

信
用
封
筒
・定

額
小
為
替
等
の
準
備
や
送
付
が
必
要
で
し
た
が
，
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
で
は
自
宅
に
い
な
が
ら
パ
ソ

コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
申
請
や
支
払
い
が
行
え
る
こ
と
で
，
従
来
に
比
べ
て
手
間
な
く各

種
証
明
書
を
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

概
要

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
で
取
得
で
き
る
証
明
書

住
民
票

・戸
籍
等

①
戸
籍
謄
本
・
抄
本

②
除
籍
謄
本
・
抄
本

③
改
正
原
戸
籍
謄
本
・
抄
本

④
受
理
証
明
書

⑤
戸
籍
の
附
票
の
写
し

⑥
住
民
票
の
写
し

⑦
身
分
証
明
書

⑧
独
身
証
明
書

税
証
明

①
固
定
資
産
の
評
価
額
証
明
書

②
固
定
資
産
の
課
税
証
明
書

③
所
有
不
動
産
証
明
書

④
課
税
台
帳
記
載
事
項
証
明
書

⑤
名
寄
帳
の
写
し

⑥
村
・
県
民
税
（
非
）
課
税
証
明
書

⑦
納
税
証
明
書
（
税
額
等
の
証
明
書
）

⑧
納
税
証
明
書
（
未
納
の
な
い
こ
と
の
証
明
）

⑨
滞
納
処
分
を
受
け
た
こ
と
の
な
い
証
明
書

⑩
地
番
集
成
図
の
写
し

自
宅
や
外
出
先
か
ら
ス
マ
ホ
等
で
申
請

【
B
ef
o
re
】

【
A
ft
er
】

各
種
証
明
書
が
自
宅
へ
郵
送

従
来
の
郵
送
請
求

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
に
よ
る
郵
送
請
求

オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
申
請
と
支
払
を
完
結

証
明
書

申
請
書
，
返
信
用
封
用
，
定
額
小
為
替
等
の
郵
送

各
種
証
明
書
が
自
宅
へ
郵
送

証
明
書
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窓
口
と
執
務
エ
リ
ア
の
一
体
的
な
改
革
に
つ
い
て

令
和
６
年
１
１
月
２
７
日

総
合
戦
略
部
・福

祉
部
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概
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概
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１
．
目
的
・
ね
ら
い

庁
舎
は
，
窓
口
の
諸
手
続
き
を
は
じ
め
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
場
で
あ
り
村
職
員
が
働
く場

で
す
。
フ
ロ
ン
ト
ヤ
ー
ド
（
窓
口
の
外
側

エ
リ
ア
）
と
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
（
執
務
エ
リ
ア
）
は
「窓
口
」を
通
じ
て
連
動
し
て
お
り
，
合
わ
せ
て
見
直
し
て
い
く
こ
と
で
，
最
大
限
の
効
果
を

発
揮
す
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

役
場
の
「
顔
」と
言
わ
れ
る
窓
口
は
，
住
民
票
の
発
行
な
ど
の
諸
手
続
き
や
相
談
が
行
わ
れ
る
場
で
あ
り
，
県
内
の
多
くの
自
治

体
に
お
い
て
「待

た
な
い
・回

ら
な
い
」と
い
っ
た
，
快
適
で
効
率
の
良
い
窓
口
を
目
指
し
様
々
な
改
善
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
村
に
お
い

て
も
手
数
料
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
や
申
請
書
の
自
動
作
成
な
ど
に
取
組
ん
で
お
り
ま
す
が
一
部
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
状
況
で
あ
り
，

抜
本
的
な
改
革
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
，
執
務
エ
リ
ア
の
改
革
に
つ
い
て
は
，
今
の
時
代
に
合
っ
た
労
働
環
境
の
改
善
（
働
き
方
の
見
直
し
）
が
叫
ば
れ
る
な
か
，
多
く

の
自
治
体
で
は
新
庁
舎
移
転
を
機
に
取
組
む
事
例
が
み
ら
れ
，
県
内
で
も
坂
東
市
や
下
妻
市
な
ど
複
数
の
自
治
体
で
推
進
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
村
に
お
い
て
も
，
IC
T
基
盤
の
整
備
や
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
導
入
な
ど
，
業
務
の
効
率
化
や
生
産
性
の
向
上
に
一
定
の
成
果
を

上
げ
て
お
り
ま
す
が
，
執
務
室
内
の
狭
あ
い
化
や
部
署
間
の
連
携
，
業
務
に
応
じ
た
多
様
な
働
き
方
，
さ
ら
に
は
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

へ
の
対
応
な
ど
，
（
物
理
的
な
面
の
）
抜
本
的
な
改
革
が
必
要
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

本
村
は
令
和
２
年
に
策
定
し
た
「と
う
か
い
“ま
る
ご
と
”デ
ジ
タ
ル
化
構
想
」
に
基
づ
き
，
行
政
手
続
き
の
D
X
化
や
B
P
R
を
は
じ
め
と
す
る

業
務
改
革
，
主
に
高
齢
者
向
け
の
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
対
策
な
ど
に
積
極
的
に
取
組
み
，
こ
れ
ま
で
数
多
くの
自
治
体
や
市
町
村
議
会

か
ら
視
察
を
受
け
，
評
価
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

新
た
な
政
策
課
題
や
複
雑
・
多
様
化
す
る
行
政
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
な
ど
が
求
め
ら
れ
る
な
か
，
こ
の
取
組
み
は
「来
庁
者
フ
ァ
ー
ス
ト
・

庁
舎
全
体
最
適
化
」
の
視
点
に
立
っ
て
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
，
庁
舎
の
利
便
性
向
上
と
職
員
の
執
務
環
境
の
向
上
を
連
動
さ
せ
て

取
組
む
，

3
0
年
ぶ
り
の
抜
本
的
な
大
改
革
で
あ
り
，
現
庁
舎
を
最
大
限
生
か
し
て
庁
舎
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
実
現
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
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【R
4
年
度
】

6
月

ま
る
デ
ジ
構
想
に
掲
げ
た
窓
口
・
オ
フ
ィ
ス
改
革
の
具
体
化
着
手

1
1
月

議
会
総
務
委
員
会
「モ
デ
ル
オ
フ
ィ
ス
実
証
の
取
組
み
」説

明

1
1
月

モ
デ
ル
オ
フ
ィ
ス
実
証
ス
タ
ー
ト
（
課
単
位

第
1
段
階
）

3
月

オ
フ
ィ
ス
改
革
プ
ラ
ン
策
定
支
援
業
務
（
R
5
当
初
予
算
化
）

２
．
取
組
み
の
経
過

取
組
み
を
推
進
す
る
に
あ
た
り
現
在
，
モ
デ
ル
オ
フ
ィ
ス
の
実
証
を
行
い
な
が
ら
平
行
し
て
２
つ
の
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
庁
に
お
い
て
「D
X
を
最
大
限
生
か
し
た
“フ
ロ
ン
ド
ヤ
ー
ド
と
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
”の
一
体
的
な
改
革
」の
必
要
性
が
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
，

新
た
な
窓
口
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す
る
た
め
に
は
ま
ず
，
執
務
環
境
（
サ
ー
ビ
ス
提
供
側
）
か
ら
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
，
オ
フ
ィ
ス

改
革
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン
を
先
行
し
て
ま
と
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

窓
口
改
革
に
つ
い
て
は
，
窓
口
業
務
の
改
善
（
窓
口

B
P

R
）
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
庁
内
に
窓
口
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
設
置
し
，
先
進
事
例
の
調
査
の
ほ
か
，
デ
ジ
タ
ル
庁
の
窓
口
B
P
R
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
の
助
言
を
得
な
が
ら
，
ま
た
，
執
務
室
の
環
境

整
備
に
つ
い
て
は
，
オ
フ
ィ
ス
改
革
推
進
チ
ー
ム
を
設
置
し
，
モ
デ
ル
オ
フ
ィ
ス
の
視
察
等
の
ほ
か
，
数
多
くの
企
業
・
自
治
体
で
の
オ
フ
ィ
ス

改
革
の
実
績
を
も
つ
コ
ク
ヨ
株
式
会
社
の
支
援
を
得
な
が
ら
プ
ラ
ン
を
ま
と
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

【R
5
年
度
】

8
月

オ
フ
ィ
ス
改
革
推
進
チ
ー
ム
の
設
置

9
月

オ
フ
ィ
ス
改
革
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
・
現
況
調
査

9
月

書
か
な
い
窓
口
ツ
ー
ル
の
実
証

1
0
月

コ
ク
ヨ
ラ
イ
ブ
オ
フ
ィ
ス
視
察
，
先
進
オ
フ
ィ
ス
事
例
視
察
調
査

1
1
月

モ
デ
ル
オ
フ
ィ
ス
を
部
に
拡
張
（
総
合
戦
略
部

第
2
段
階
）

1
2
月

オ
フ
ィ
ス
改
革
職
員
W
S
①
（
働
き
方
の
振
り
返
り
，
課
題
）

1
月

県
内
自
治
体
の
庁
舎
窓
口
機
能
の
調
査

2
月

オ
フ
ィ
ス
改
革
職
員
W
S
②
（
あ
り
た
い
働
き
方
，
環
境
整
備
）

3
月

オ
フ
ィ
ス
改
革
基
本
方
針
の
策
定

【R
6
年
度
】

4
月

窓
口
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
設
置

5
月

オ
フ
ィ
ス
改
革
職
員
W
S
③
（
レ
イ
ア
ウ
ト
の
検
討
）

6
月

オ
フ
ィ
ス
改
革
職
員
W
S
④
（
レ
イ
ア
ウ
ト
の
検
討
）

6
月

窓
口
業
務
改
革
研
修
（
デ
ジ
タ
ル
庁
B
P
R
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

6
月

窓
口
改
革
職
員
W
S
・窓

口
課
題
調
査

7
月

窓
口
利
用
体
験
調
査
・職

員
W
S
の
実
施

8
月

書
か
な
い
窓
口
ツ
ー
ル
の
実
装

1
0
月

窓
口
改
革
基
本
方
針
の
策
定

1
1
月

深
谷
市
役
所
視
察
（
窓
口
改
革
）

1
1
月
1
2
月
議
会
全
員
協
議
会
説
明

1
2
月

オ
フ
ィ
ス
改
革
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
策
定
予
定

3
月

窓
口
改
革
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
策
定
予
定
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３
．
窓
口
改
革
の
概
要
（
課
題
）

（
１
）
東
海
村
役
場
の
窓
口
に
お
け
る
課
題

（
２
）
課
題
抽
出
の
た
め
に
実
施
し
た
こ
と

ア
．
窓
口
利
用
体
験
調
査
（
転
入
）

実
施
期
間
：
令
和
6
年
7
月
2
6
日

転
入
し
て
き
た
設
定
で
，
各
手
続
き
を
実
際
に
模
擬
体
験

来
庁
～
退
庁
ま
で
に
か
か
っ
た
時
間
：

2
時
間

5
2
分

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
作
成
や
保
育
所
の
入
園
な
ど
の

手
続
き
を
想
定
し
て
実
施

イ
．
窓
口
利
用
体
験
調
査
（
お
く
や
み
）

実
施
期
間
：
令
和
6
年
7
月
2
6
日

遺
族
が
来
庁
し
た
設
定
で
，
各
手
続
き
を
実
際
に
模
擬
体
験

来
庁
～
退
庁
ま
で
に
か
か
っ
た
時
間
：

2
時
間

1
5
分

※
別
居
し
て
い
た
母
の
死
亡
に
係
る
手
続
き
を
想
定
し
て

実
施

ウ
．
職
員
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

実
施
日
：
令
和
6
年
7
月
2
6
日

あ
り
た
い
窓
口
像
に
つ
い
て
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

「
住
民
目
線
に
立
っ
た
窓
口
レ
イ
ア
ウ
ト
・
機
能
配
置
・
対
応
に
な
っ
て
い
な
い
」

行
政
手
続
き
は
，
住
民
に
と
っ
て
頻
繁
に
行
う
も
の
で
は
な
く，

慣
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
非
常
に
稀
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
，
現
状
の
役
場
窓
口
は
，
わ
か
り

や
す
い
案
内
表
示
や
自
然
と
手
続
き
が
進
む
導
線
設
定
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
，
何
度
も
総
合
案
内
で
聞
い
た
り
，
ど
こ
に
い
け
ば
い
い
の
か
迷
っ

て
し
ま
う
の
が
現
状
で
す
。

ま
た
，
全
部
で
ど
れ
だ
け
の
手
続
き
が
必
要
か
・
ど
れ
だ
け
時
間
が
か
か
る
か
が
分
か
ら
な
い
ま
ま
，
複
数
の
窓
口
を
行
き
来
し
，
各
窓
口
で
何
度
も
同
じ

情
報
（
氏
名
な
ど
）
を
書
き
ま
す
。
専
門
用
語
で
の
長
い
説
明
，
理
解
が
難
し
い
書
類
で
の
手
続
き
，
時
に
は
出
先
で
な
い
と
手
続
き
が
で
き
な
い
な
ど
，

住
民
に
様
々
な
負
担
を
さ
せ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
は
，
住
民
目
線
で
実
施
し
た
「窓

口
利
用
体
験
調
査
」に
よ
っ
て
，
職
員
自
身
の
実
感
と
と
も
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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３
．
窓
口
改
革
の
概
要
（
整
備
）

相
談
・
打
合
せ
ス
ペ
ー
ス

執
務
エ
リ
ア

（
３
）
窓
口
集
中
フ
ロ
ア
（
１
階
）
の
窓
口
改
革

迷
わ
な
い

待
た
な
い

書
か
な
い

回
ら
な
い

行
か
な
い

快
適
で
居
心
地
が
い
い

・
対
面
で
聞
取
り
に
よ
る
申
請
書
作
成

→
来
庁
者
は
署
名
の
み
！

→
記
載
台
は
な
く
な
り
ま
す
！

・
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
作
業
を
見
直
し
処
理
時
間
短
縮

・
窓
口
対
応
の
予
約
で
時
間
を
節
約

・
説
明
動
画
を
作
成
し
，
好
き
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
説

明
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

・
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
を
配
置

・
案
内
表
示
や
掲
示
物
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

・
手
続
き
は
発
券
機
と
モ
ニ
タ
ー
で
誘
導

・
各
課
証
明
書
交
付
窓
口
を
集
約

・
手
続
き
は
複
数
の
手
続
き
を
一
か
所
で
！

※
職
員
が
入
れ
替
わ
り
，
複
数
手
続
き
可
能

・
庁
舎
外
の
手
続
き
も
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
可
能

・
す
べ
て
の
手
続
き
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
可
能

※
手
数
料
が
発
生
す
る
場
合
は
オ
ン
ラ
イ
ン
決
済

・
待
合
ス
ペ
ー
ス
の
集
約
と
快
適
空
間
創
出

・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
た
相
談
ブ
ー
ス
設
置

・
子
連
れ
で
も
安
心
な
機
能

＜
目
標
と
す
る
窓
口
像
＞

行
政
棟

２
階

行
政
棟

３
階

行
政
棟

４
階

増
築
棟

１
階

議
会
棟

１
階

行
政
棟

１
階

■
行
政
棟
１
階
レ
イ
ア
ウ
ト
の
変
更

変
更
後

現
在 西
側
階
段

E
V

東
側
階
段

各
課
窓
口

東
側

東
側

総
合
窓
口

待
合
ス
ペ
ー
ス

執
務
エ
リ
ア

交
付
窓
口

待
合

ス
ペ
ー
ス

西
側
階
段

E
V

東
側
階
段

R
7
年
度

R
7
年
度
に
は
，
議
会
棟
１
階
及
び
増
築
棟
１
階
の
什
器
を
入
替
え
ま
す
。
ま
た
，
行
政
棟
１
階
に
つ
い
て
は
，
来
庁
者
の
効
率
的
な
導
線
設
定
，
バ
ッ
ク

オ
フ
ィ
ス
の
事
務
処
理
フ
ロ
ー
の
見
直
し
作
業
や
導
入
ツ
ー
ル
（
発
券
機
，
書
か
な
い
窓
口
シ
ス
テ
ム
等
）
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

R
8
年
度
に
は
，
新
し
い
役
場
窓
口
と
し
て
，
手
続
き
が
一
か
所
で
で
き
る
総
合
窓
口
や
わ
か
り
や
す
い
案
内
表
示
な
ど
を
開
始
し
ま
す
。
な
お
，
「書

か
な
い
」窓

口

に
つ
い
て
は
，
R
9
年
度
に
総
合
窓
口
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
予
定
で
す
。

全
体
工
程

R
8
年
度
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全
体
工
程

・
窓
口
が
複
数
あ
り
，
来
庁
者
が
ど
こ
に
行
け
ば
い
い
か
迷
う

・
来
庁
者
が
待
つ
場
所
，
座
っ
て
相
談
す
る
場
所
が
な
い

・
窓
口
が
集
約
さ
れ
た
こ
と
で
，
来
庁
者
が
迷
わ
な
い

・
来
庁
者
が
待
つ
場
所
，
相
談
ス
ペ
ー
ス
を
設
置

３
．
窓
口
改
革
の
概
要
（
整
備
）

（
４
）
２
～
４
階
の
窓
口
改
革

【
窓
口
集
中
フ
ロ
ア
（
１
階
）
の
窓
口
改
革
方
針
に
準
じ
，
整
備
・
運
用
】

▶
ポ
イ
ン
ト
①
「
迷
わ
な
い
」
「
回
ら
な
い
」

利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
，
レ
イ
ア
ウ
ト
を
下
図
の
よ
う
に
変
更
し
，
来
庁
者
は
東
側
E
V
か
ら
各
課
窓
口
に
向
か
う

最
短
の
導
線
と
し
ま
す
。

ま
た
，
各
階
の
窓
口
・
待
合
ス
ペ
ー
ス
を
集
約
し
て
フ
ロ
ア
ご
と
の
手
続
き
・相

談
を
一
箇
所
で
で
き
る
各
課
共
用
窓
口
を

設
置
し
ま
す
。
な
お
，
西
側
の
階
段
は
職
員
用
と
し
ま
す
。

▶
ポ
イ
ン
ト
②
「快
適
で
居
心
地
が
い
い
」

快
適
な
待
合
ス
ペ
ー
ス
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
た
相
談
・
打
ち
合
わ
せ
ブ
ー
ス
を
設
置
し
ま
す
。

ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
た
め
，
３
・
４
階
の
E
V
前
の
壁
は
撤
去
し
ま
す
。

現
在 西
側
階
段

執
務
エ
リ
ア

執
務
エ
リ
ア

E
V

東
側
階
段

各
課
窓
口

各
課
窓
口

通
路

執
務
エ
リ
ア

東
側

東
側

変
更
後

共
用
窓
口

待
合
ス
ペ
ー
ス

相
談
・
打
合
せ
ブ
ー
ス

西
側
階
段

E
V

東
側
階
段

行
政
棟

２
階

行
政
棟

３
階

行
政
棟

４
階

増
築
棟

１
階

議
会
棟

１
階

行
政
棟

１
階

R
7
年
度

R
8
年
度
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４
．
執
務
エ
リ
ア
改
革
の
概
要
（
課
題
）

（
１
）
東
海
村
役
場
の
執
務
エ
リ
ア
の
課
題

現
状
の
「
働
き
方
」
と
「働
く
場
」
が
合
っ
て
い
な
い

・
レ
イ
ア
ウ
ト
が
古
い
ま
ま
で
働
き
に
く
い

・
働
き
方
に
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
に
く
い

・
組
織
間
（
縦
・
横
・
斜
め
）
連
携
が
生
ま
れ
に
く
い

（
２
）
課
題
抽
出
の
た
め
に
実
施
し
た
こ
と

ア
．
目
視
調
査
（
立
入
調
査
）

実
施
期
間
：
令
和
５
年
9
月
4
日
～
9
月
6
日

2
人
1
組
の
調
査
員
に
よ
る
実
測
採
寸

及
び
既
存
什
器
の
状
況
を
調
査

イ
．
職
員
意
識
調
査
（
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
）

実
施
期
間
：
令
和
５
年
9
月
1
日
～
9
月
1
9
日

本
庁
舎
内
全
職
員
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

ウ
．
職
員
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

実
施
日
：
令
和
５
年
1
2
月
1
1
日

現
状
課
題
（
個
人
・
組
織
）
に

つ
い
て
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン

下
記
の
調
査
及
び
第
1
回
職
員
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
お
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
し
，
執
務
エ
リ
ア
の
課
題
を
抽
出
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
，
多
く

の
課
題
は
，
こ
れ
か
ら
の
「新

し
い
働
き
方
」
へ
の
取
組
み
以
前
に
，
現
状
の
「働

き
方
」に
対
し
「働

く
場
」
が
合
っ
て
い
な
い
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

①
作
業
に
集
中
で
き
る
場
所
が
な
い

②
２
～
４
階
に
来
客
用
の
待
合
ス
ペ
ー
ス
が
な
い

③
業
務
に
集
中
し
づ
ら
い
，
周
囲
に
相
談
し
づ
ら
い

④
課
が
分
断
し
て
お
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
り
に
く
い

⑤
執
務
室
内
が
狭
あ
い
化
し
て
い
る

な
ど
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全
体
工
程

（
３
）
多
様
で
自
律
的
な
働
き
方
「
A

B
W
（

A
c
ti

v
it

y
 B

a
s
e
d

 W
o
rk

in
g
）
」
の
実
現

庁
内
関
係
構
築
や
高
集
中
な
ど
の
業
務
に
適
し
た
場
所
を
執
務
室
に
整
備
し
，
適
切
に
使
い
分
け
る
こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
性
化
，

業
務
生
産
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

開
庁
当
時
の
ま
ま
の
レ
イ
ア
ウ
ト
か
ら
A
B
W
型
レ
イ
ア
ウ
ト
に
転
換
す
る
こ
と
で
，
「
レ
イ
ア
ウ
ト
が
古
い
ま
ま
で
働
き
に
く
い
」「
働
き
方
に
メ
リ
ハ
リ
を

つ
け
に
くい
」「
組
織
間
（
縦
・横

・斜
め
）
連
携
が
生
ま
れ
に
く
い
」
と
い
っ
た
課
題
を
解
決
し
，
今
の
時
代
に
合
っ
た
働
き
や
す
い
環
境
を
作
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

ア
．
固
定
席
の
廃
止
（
グ
ル
ー
プ
ア
ド
レ
ス
，
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
の
導
入
）

固
定
席
は
廃
止
し
，
課
や
担
当
な
ど
決
め
ら
れ
た
エ
リ
ア
の
中
で
自
由
に
選
択
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
，
執
務
エ
リ
ア
の

狭
あ
い
化
を
解
消
し
，
部
門
を
越
え
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機
会
を
増
大
さ
せ
ま
す
。

４
．
執
務
エ
リ
ア
改
革
の
概
要
（
整
備
）

イ
．
機
能
別
エ
リ
ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
ペ
ー
ス
（
エ
リ
ア
）
の
配
置

こ
れ
ま
で
の
執
務
エ
リ
ア
に
は
な
か
っ
た
，
高
集
中
ワ
ー
ク
が
で
き
る
環
境
や
，
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
性
化
さ
せ
る
エ
リ
ア
な
ど
，

A
B
W
に
必
要
な
各
種
機
能
エ
リ
ア
を
設
定
し
，
執
務
エ
リ
ア
内
に
配
置
し
ま
す
。

ま
た
，
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
や
ペ
ー
パ
ー
ス
ト
ッ
ク
レ
ス
を
よ
り
一
層
浸
透
さ
せ
，
収
納
庫
な
ど
は
必
要
最
低
限
の
数
に
減
ら
し
て
い
き
ま
す
。

A
B

W
で
は
仕
事
に
あ
っ
た
場
所
を
都
度
自
分
で
選
択
し
ま
す

・業
務
内
容
に
応
じ
て
い
つ
で
も
席
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る

・一
人
で
集
中
し
た
い
時
は
，
静
か
な
個
室
ブ
ー
ス
を
使
う

・打
合
せ
の
内
容
に
よ
っ
て
，
オ
ー
プ
ン
な
エ
リ
ア
も
し
く
は
個
室
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
エ
リ
ア
を
使
い
分
け
る

・近
くの
座
席
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン
を
と
り
な
が
ら
仕
事
が
で
き
る

（
４
）
実
施
す
る
ア
ク
シ
ョ
ン

行
政
棟

２
階

行
政
棟

３
階

行
政
棟

４
階

増
築
棟

１
階

議
会
棟

１
階

行
政
棟

１
階

R
7
年
度

R
8
年
度
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全
体
工
程

ウ
．
窓
口
カ
ウ
ン
タ
ー
の
集
約
・
執
務
ス
ペ
ー
ス
の
一
体
化

窓
口
カ
ウ
ン
タ
ー
を
集
約
し
，
共
有
化
す
る
こ
と
で
効
率
化
を
図
り
ま
す
。

来
庁
者
対
応
ス
ペ
ー
ス
を
集
約
し
，
待
合
ス
ペ
ー
ス
を
新
た
に
設
置

す
る
こ
と
で
，
来
庁
者
の
利
便
性
が
高
ま
り
，
ま
た
職
員
の

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
（
情
報
・身

体
的
）
の
徹
底
に
も
繋
が
り
ま
す
。

エ
．
機
能
的
で
可
変
性
の
あ
る
什
器
の
導
入

現
在
役
場
庁
舎
で
使
用
さ
れ
て
い
る
什
器
の
多
く
は
，
庁
舎
開
庁
時
に
整
備
さ
れ
た
も
の
で
，
す
べ
て
の
業
務
を
自
席
で
行
う
前
提
で

引
き
出
し
が
つ
い
た
個
人
机
等
，
現
在
の
働
き
方
に
は
適
さ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
導
入
す
る
什
器
は
，
キ
ャ
ス
タ
ー
付
き
で

容
易
に
移
動
で
き
た
り
，
用
途
に
合
わ
せ
て
並
べ
替
え
て
使
う
こ
と
が
で
き
る
等
，
部
署
の
配
置
変
更
な
ど
将
来
的
な
変
化
に
も
対
応

し
や
す
い
，
機
能
的
で
可
変
性
の
あ
る
も
の
と
し
ま
す
。

４
．
執
務
エ
リ
ア
改
革
の
概
要
（
整
備
）

A
B

W
導
入
の
主
な
効
果

業
務
に
集
中
で
き
る

組
織
間
連
携
が
生
ま
れ
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
性
化

ス
ペ
ー
ス
の
有
効
活
用

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
徹
底

住
民
・
職
員
の
誰
も
が

使
い
や
す
い
環
境

ペ
ー
パ
ー
レ
ス

ス
ト
ッ
ク
レ
ス
の
浸
透

住
民
サ
ー
ビ
ス
と
庁
舎
の
利
便
性
の
向
上

職
員
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
最
大
化

働
き
や
す
さ
の
向
上

行
政
棟

２
階

行
政
棟

３
階

行
政
棟

４
階

増
築
棟

１
階

議
会
棟

１
階

行
政
棟

１
階

R
7
年
度

R
8
年
度

執
務
エ
リ
ア

東
側

変
更
後

共
用
窓
口

西
側
階
段

E
V

東
側
階
段

待
合
ス
ペ
ー
ス

相
談
・
打
合
せ
ブ
ー
ス

２
～
４
階
窓
口
カ
ウ
ン
タ
ー
集
約
の
モ
デ
ル
図

働
く
場
所
を
選
択
で
き
る
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■
什
器
購
入
費
（
窓
口
・
執
務
エ
リ
ア
）

臨 時 窓 口 ・

事 務 室 の 設 置

既 存 収 納 庫 ・

机 な ど 什 器 の

移 動 ・ 撤 去

行 政 棟 ３ ・ ４ 階

Ｅ Ｖ 前 の 壁

改 修 工 事

床 下 配 線 工 事

窓 口 ・ 執 務 室 用

新 什 器 の 設 置

業 務 運 用 開 始

主
な
作
業
工
程
（
ハ
ー
ド
面
）

執 務 エ リ ア 内

文 書 ・ 物 品 の

整 理

■
庁
舎
改
修
工
事
費

令
和
７
年
度

令
和
８
年
度

行
政
棟
２
・
４
階

議
会
棟
・
増
築
棟

行
政
棟
１
・
３
階

1
1

3
,0

0
0
千
円

6
6

,0
0

0
千
円

2
1

,8
0

0
千
円

8
,0

0
0
千
円

約
2

9
,8

0
0
千
円

来
庁
者
へ
の
負
担
を
最
小
限
に
抑
え
な
が
ら
整
備
し
て
い
き
ま
す

年
度

概
算
費
用

２
年
間
合
計

■
関
連
経
費

精
査
中

約
1

7
9

,0
0

0
千
円

５
．
全
体
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
・
概
算
事
業
費

主
な

整
備
箇
所

令
和
９
年
度

総
合
窓
口

シ
ス
テ
ム

ー ー

フ ロ ア ご と に

詳 細 整 備 ス ケ

ジ ュ ー ル を 設 定
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東海村記者発表資料 
令和 6年 11 月 28日(木) 
総合戦略部 政策推進課 国際・国内交流推進担当 
電話：029-282-1711(内線 1306) 

 
 

米国アイダホ州より 

「IDAHO GOVERNOR’S VALUED PARTNER AWARD」を受賞！ 

（アイダホ州知事の貴重なパートナー賞） 

 

１１月８日（金）に駐日米国大使公邸（東京都港区）で開催された「アイダホ州投資・農業貿易使節

団の訪問を記念したレセプション」において，州知事より，アイダホ国立研究所の貴重なパートナーか

つ州の友好的な都市としての貢献が感謝され，「IDAHO GOVERNOR’S VALUED PARTNER AWARD（アイダホ州

知事の貴重なパートナー賞）」を受賞しました。 

 

東海村は，同州にあるアイダホフォールズ市と，ともに原子力の研究機関が立地し互いに研究者等が

行き来していたこともあり，１９８１年７月に国際親善姉妹都市の盟約を締結。１９８５年からは，ほ

ぼ毎年大人と学生の訪問団が IF市に行ったり，IF市から東海村にやってきたりして親交を深め，これま

でに約１，０００人以上が交流をしてきました。 

 

 
 

写真（左から） 

・Marsha McDaniel（Director, International Engagement, Idaho National Laboratory） 

マーシャ・マクダニエル（アイダホ国立研究所 国際関係部長） 

・Laura Combs（President of Idaho Falls Sister Cities Youth） 

 ローラ・コムズ（アイダホフォールズ市姉妹都市友好協会ユース 会長） 

・Todd Combs（Deputy Director and Chief Research Officer, Idaho National Laboratory 

 トッド・コムズ（アイダホ国立研究所 副所長・最高研究責任者） 

・山田 修（東海村長） 

・Brad Little（Governor of the State of Idaho, the United States of America） 

 ブラッド・リトル（アメリカ合衆国 アイダホ州知事） 

15



  

 

 

東海村記者発表資料 
令和６年 11月 28日(木) 
総合戦略部政策推進課秘書広聴担当 
電話：029-282-1711(内線 1301) 

 

 

令和７年東海村新年賀詞交歓会について 

 

東海村の飛躍発展を目指す意見交換の場として東海村新年賀詞交歓会を下記の通り開催

いたします。 

 

 

１．発起人 

東海村商工会長   佐藤 映史 

東海村長      山田 修  

東海村議会議長   河野 健一 

日本原子力研究開発機構理事    門馬 利行  

 

２．開催日時 

   令和７年１月７日（火） 

      午前１０時３０分～正午（予定） 

  （受付開始 午前１０時） 

 

３．会  場 

   東海村産業・情報プラザ（アイヴィル） 

       

４．参 加 者 

   国・県，村議員，商工業，原子力，自治会，消防団，その他団体， 

行政関係委員会，医療福祉，教育文化，役場 の関係者 約２００名  

 

５．内  容 

▶発起人代表挨拶   ▶発起人年頭の祝辞   ▶来賓挨拶 

▶オンライン名刺交換 ▶懇親  ほか 

※軽食を提供予定です。 

  

 

 

 

 
東海村産業・情報プラザ

●筑波銀行 「アイヴィル」

常陽銀行
●

駐車場として
イオン東海店 ●
屋上駐車場
を借用して
おりますので
ご利用ください。

常磐線 東海駅

イ
オ
ン

東
海
店

日本原子力研究

開発機構（本部）
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東海村記者発表資料 

令和 6年 11 月 28日（木） 
村民生活部防災原子力安全課 
消防防災・原子力安全担当 

電話：029-282-1711(内線 1523) 
 
 

令和７年東海村消防出初式について 

 

令和７年を迎えるにあたり，一年の無事故・災害防止と住民の安全・安心を

祈願するとともに，日頃からの消防・防災関係団体の献身的な活動を労い，よ

り一層の活動強化への決意を新たにすることを目的とし，新春恒例の消防出初

式を開催します。 

 

１ 日 時 

   令和７年１月１２日（日）午前９時３０分～（１時間３０分程度） 

 

２ 会 場 

   東海文化センター 

   （那珂郡東海村大字船場 768番地 15） 

 

３ 主 催 

   東海村 

   東海村消防団 

   ひたちなか・東海広域事務組合消防本部 

 

４ 内 容（予定） 

 ≪式典≫ 午前９時３０分～（東海文化センターホール内） 

      １ 開式宣言 

      ２ 国歌斉唱  

      ３ 消防殉職者慰霊黙祷 

      ４ 式辞 

      ５ 表彰 

      ６ 祝辞 

      ７ 閉式宣言 

 ≪分列行進及び観閲≫ 午前１０時３５分ごろ～（東海文化センター駐車場） 

      １ 分列行進 

      ２ 観閲 

      ３ 閉会宣言 

 

※荒天時は，午前９時３０分からの式典のみの開催となります。 
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令

和
６

年
第

４
回

東
海

村
議

会
定

例
会

提
出

議
案

概
要

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
令
和
６
年
１
１
月
２
７
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

議
案
番
号
 

議
 
 
案
 
 
名
 

説
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
明
 

報
告
第

2
0
号
 

寄
附

の
受

入
れ

に
つ

い
て

（
寄
附
金
）
 

明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
水
戸
支
社
か
ら
寄
附
の
申
出
が
あ
り
，
こ
れ
を
受
け
入
れ
ま
し

た
の
で
，
議
会
に
報
告
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

１
 
寄
 
附
 
者
 
 
明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
水
戸
支
社
 
支
社
長
 
中
平
 
泰
弘
 

２
 
寄

附
金

額
 
 
金
２
５
２
，
７
０
０
円
 

３
 
寄
附
の
目
的
 
 
地
域
貢
献
の
た
め
 

４
 
寄
附
年
月
日
 
 
令
和
６
年
１
０
月
３
０
日
 

承
認
第

8
号
 

専
決

処
分

の
承

認
を

求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
（
東
海
村

医
療

福
祉

費
支

給
に

関
す

る
条

例
の

一
部

を
改

正
す

る
条
例
）
 

児
童
手
当
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
等
の
一
部
を

改
正

す
る

法
律

の
施

行
に

伴
う

関
係

政
令

の
整

備
等

及
び

経
過

措
置

に
関

す
る

政
令

の
施

行
等

に
伴
い
，
東
海
村
医
療
福
祉
費
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
専
決
処

分
を
し
ま
し
た
の
で
，
地
方
自
治
法
第
１
７
９
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
し
，
承
認
を
求
め

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

承
認
第

9
号
 

専
決

処
分

の
承

認
を

求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
（
令
和
６

年
度

東
海

村
一

般
会

計
補

正
予
算
（
第
６
号
）
）
 

令
和
６
年
度
東
海
村
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
に
つ
い
て
専
決
処
分
を
し
ま
し
た
の
で
，

地
方
自
治
法
第
１
７
９
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
し
，
承
認
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

予
算
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
６
，
６
７
４
千
円
を
追
加
し
，
予
算
総
額
を
 

２
２
，
８
１
２
，
９
５
７
千
円
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

補
正
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
，
衆
議
院
の
解
散
に
よ
る
第
５
０
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
及
び

第
２
６
回
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
の
執
行
に
伴
い
，
必
要
な
予
算
措
置
を
講
じ
た
も
の
で

あ
り
ま
す
。
 

１
 
歳
入
 

（
１
）
県
支
出
金
 
 
 
 
 
 
 
 
１
３
，
８
０
３
千
円
 

（
２
）
繰
入
金
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２
，
８
７
１
千
円
 

２
 
歳
出
 

（
２
）
総
務
費
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１
６
，
６
７
４
千
円
 

議
案
第

7
5
号
 

 

東
海

村
特

別
職

の
職

員
で

非

常
勤

の
も

の
の

報
酬

及
び

費

村
立
保
育
所
に
お
け
る
保
育
所
医
及
び
保
育
所
歯
科
医
の
年
額
報
酬
に
関
し
，
村
立
幼
稚
園
に

お
け
る
医
務
を
担
う
学
校
医
及
び
学
校
歯
科
医
の
報
酬
水
準
と
の
整
合
性
を
図
る
ほ
か
，
所
要
の
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用

弁
償

に
関

す
る

条
例

の
一

部
を

改
正

す
る

条
例

の
制

定

に
つ
い
て
 

改
正
を
行
う
た
め
，
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

 

議
案
第

7
6
号
 

令
和

６
年

度
東

海
村

一
般

会

計
補
正
予
算
（
第
７
号
）
 

予
算
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
８
５
，
３
６
９
千
円
を
追
加
し
，
予
算
総
額
を
 

２
３
，
０
９
８
，
３
２
６
千
円
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

補
正
の
主
な
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
，
土
地
開
発
基
金
か
ら
の
土
地
の
買
戻
し
，
自
立
支
援
給

付
費
及
び
医
療
費
支
出
の
増
加
，
村
立
保
育
所
に
係
る
保
育
所
医
等
報
酬
の
増
額
等
に
伴
い
，
必

要
な
予
算
措
置
を
講
じ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

１
 
歳
入
 

（
１
）
国
庫
支
出
金
 
 
 
 
 
 
△
７
７
，
０
５
０
千
円
 

（
２
）
県
支
出
金
 
 
 
 
 
 
 
 
１
５
，
８
９
０
千
円
 

（
３
）
繰
入
金
 
 
 
 
 
 
 
 
３
３
５
，
２
２
３
千
円
 

（
４
）
諸
収
入
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１
１
，
３
０
６
千
円
 

２
 
歳
出
 

（
１
）
議
会
費
 
 
 
 
 
 
 
 
 
△
６
，
９
７
５
千
円
 

（
２
）
総
務
費
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５
９
，
６
７
２
千
円
 

（
３
）
民
生
費
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１
２
２
，
０
３
１
千
円
 

（
４
）
衛
生
費
 
 
 
 
 
 
 
 
△
９
６
，
７
４
５
千
円
 

（
５
）
農
林
水
産
業
費
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３
９
７
千
円
 

（
６
）
商
工
費
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１
８
５
，
７
５
９
千
円
 

（
７
）
土
木
費
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
６
，
２
６
２
千
円
 

（
８
）
消
防
費
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４
，
０
１
５
千
円
 

（
９
）
教
育
費
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１
０
，
９
５
３
千
円
 

議
案
第

7
7
号
 

令
和

６
年

度
東

海
村

国
民

健

康
保

険
事

業
特

別
会

計
補

正

予
算
（
第
２
号
）
 

予
算
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
９
５
６
千
円
を
追
加
し
，
予
算
総
額
を
 

２
，
９
６
８
，
０
３
７
千
円
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

補
正
の
主
な
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
，
制
度
改
正
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修
に
係
る
補
助
金
の
受

入
れ
，
集
団
検
診
の
予
約
方
法
変
更
に
係
る
住
民
周
知
及
び
過
年
度
補
助
金
の
返
還
等
に
伴
い
，

必
要
な
予
算
措
置
を
講
じ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

１
 
歳
入
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（
１
）
国
庫
支
出
金
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
８
８
０
千
円
 

（
２
）
繰
入
金
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
７
６
千
円
 

２
 
歳
出
 

（
１
）
保
健
事
業
費
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１
３
９
千
円
 

（
２
）
諸
支
出
金
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
８
１
７
千
円
 

議
案
第

7
8
号
 

令
和

６
年

度
東

海
村

介
護

保

険
事

業
特

別
会

計
補

正
予

算

（
第
２
号
）
 

保
険
事
業
勘
定
の
予
算
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
，
０
６
４
千
円
を
追
加
し
，
予
算
総
額

を
３
，
１
４
７
，
２
５
６
千
円
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

補
正
の
主
な
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
，
前
年
度
精
算
額
の
算
定
誤
り
の
修
正
等
に
伴
い
，
必
要

な
予
算
措
置
を
講
じ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

１
 
歳
入
 

（
１
）
支
払
基
金
交
付
金
 
 
 
 
 
 
２
，
０
５
３
千
円
 

（
２
）
繰
入
金
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１
１
千
円
 

２
 
歳
出
 

（
１
）
基
金
積
立
金
 
 
 
 
 
 
 
 
４
，
１
１
８
千
円
 

（
２
）
諸
支
出
金
 
 
 
 
 
 
 
 
△
２
，
０
５
４
千
円
 

議
案
第

7
9
号
 

令
和

６
年

度
東

海
村

下
水

道

事
業

会
計

補
正

予
算

（
第

２

号
）
 

予
算
総
額
に
変
更
は
な
く
，
債
務
負
担
行
為
を
設
定
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

議
案
第

8
0
号
 

指
定

管
理

者
の

指
定

に
つ

い

て
（
舟
石
川
学
童
ク
ラ
ブ
（
分

室
）
）

 

舟
石
川
学
童
ク
ラ
ブ
（
分
室
）
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
，
地
方
自
治
法
第
２
４
４
条

の
２
第
６
項
の
規
定
に
よ
り
，
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

１
 
公
の
施
設
の
名
称
 
 
舟
石
川
学
童
ク
ラ
ブ
（
分
室
）
 

２
 
指
定
管
理
者
と
な
る
団
体
の
名
称
 
 
テ
ル
ウ
ェ
ル
東
日
本
株
式
会
社
 

３
 
指
定
管
理
者
と
な
る
団
体
の
所
在
地
 
 
東
京
都
江
東
区
深
川
二
丁
目
７
番
６
号
 

４
 
指
定
の
期
間
 
 
令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
８
年
３
月
３
１
日
ま
で
 

議
案
第

8
1
号
 

茨
城

租
税

債
権

管
理

機
構

規

約
の

一
部

変
更

に
関

す
る

関

係
地

方
公

共
団

体
の

協
議

に

つ
い
て
 

森
林
環
境
税
及
び
森
林
環
境
譲
与
税
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
よ
り
，
森
林
環
境
税
が
創
設
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
，
規
約
の
一
部
を
変
更
す
る
た
め
，
地
方
自
治
法
第
２
９
０
条
の
規
定
に
よ
り
，

議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
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議
案
第

8
2
号
 

村
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
 

都
市

計
画

法
第

２
９

条
の

規
定

に
よ

る
開

発
行

為
に

伴
う

道
路

並
び

に
地

域
振

興
及

び
観

光

振
興
へ
の
寄
与
が
見
込
ま
れ
る
道
路
を
新
た
に
村
道
路
線
と
し
て
認
定
す
る
た
め
，
道
路
法
第
８

条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
，
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

※
 
法
律
関
係
 
・
地
方
自
治
法
（
昭
和

2
2
年
法
律
第

6
7
号
）
 
 
 
 

・
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和

2
2
年
政
令
第

1
6
号
）
 

・
児
童
手
当
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和

6
年
政
令
第

1
8
4
号
）
 

・
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
 

（
令
和

6
年
政
令
第

2
8
9
号
）
 

・
森
林
環
境
税
及
び
森
林
環
境
譲
与
税
に
関
す
る
法
律
（
平
成

3
1
年
法
律
第

3
号
）
 

・
都
市
計
画
法
（
昭
和

4
3
年
法
律
第

1
0
0
号
）
 

・
道
路
法
（
昭
和

2
7
年
法
律
第

1
8
0
号
）
 

 

な
お
，
今
会
期
中
に
工
事
請
負
契
約
締
結
事
項
中
の
変
更
２
件
，
人
事
案
件
２
件
，
名
誉
村
民
の
選
定
１
件
を
追
加
提
出
し
た
く
準
備
を
し
て

お
り
ま
す
の
で
，
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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. 

令和６年第４回東海村議会定例会 補正予算案参考資料 

１. 一般会計補正予算（議案第７６号 令和６年度一般会計補正予算第７号） 

（１）一般会計歳入歳出予算款別総括表                   （単位：千円） 

款 補正前 補正額 補正後 款 補正前 補正額 補正後

村税 11,021,734 0 11,021,734 議会費 210,802 △ 6,975 203,827

地方譲与税 184,238 0 184,238 総務費 3,229,937 59,672 3,289,609

利子割交付金 2,590 0 2,590 民生費 7,735,634 122,031 7,857,665

配当割交付金 32,348 0 32,348 衛生費 2,526,613 △ 96,745 2,429,868

株式等譲渡所得割交付金 37,979 0 37,979 農林水産業費 448,419 397 448,816

法人事業税交付金 109,457 0 109,457 商工費 465,465 185,759 651,224

地方消費税交付金 1,070,761 0 1,070,761 土木費 3,318,653 6,262 3,324,915

自動車取得税交付金 1 0 1 消防費 800,469 4,015 804,484

環境性能割交付金 14,079 0 14,079 教育費 3,551,449 10,953 3,562,402

地方特例交付金 243,581 0 243,581 災害復旧費 9 0 9

地方交付税 2,000 0 2,000 公債費 208,479 0 208,479

交通安全対策特別交付金 4,000 0 4,000 諸支出金 267,028 0 267,028

分担金及び負担金 72,821 0 72,821 予備費 50,000 0 50,000

使用料及び手数料 148,053 0 148,053

国庫支出金 4,513,344 △ 77,050 4,436,294

県支出金 1,300,490 15,890 1,316,380

財産収入 52,179 0 52,179

寄附金 131,001 0 131,001

繰入金 2,503,108 335,223 2,838,331

繰越金 466,840 0 466,840

諸収入 411,653 11,306 422,959

村債 490,700 0 490,700

合計 22,812,957 285,369 23,098,326 合計 22,812,957 285,369 23,098,326  
 
（２）一般会計歳入予算の主な内訳   

  １．国庫支出金【△77,050千円】 

  ①障害福祉サービス等負担金（8,582千円）  

    障害福祉サービスの利用量増加に伴い，国負担金も併せて所要額を増額補正する。 

  ②児童手当国庫負担金過年度分（3,731千円）  

    令和５年度児童手当国庫負担金の確定に伴い，追加交付分が発生したため，所要額を増額補正

する。 

③新型コロナウイルス予防接種健康被害給付費負担金（384千円）  

    新型コロナウイルス感染症予防接種に起因する健康被害について，予防接種被害者健康手帳の

交付を受けている被接種者から医療費等の請求があったことに伴い，国負担金の歳入が見込まれ

ることから，所要額を増額補正する。（補助率：10/10） 

  ④保育所等における性被害防止対策に係る設備等支援事業費補助金（350千円）  

    新たに補助金の交付を受けるため，所要額を増額補正する。（補助率：1/2） 

    民間保育施設，公立保育施設が対象 

  ⑤エネルギー構造高度化・転換理解促進事業費補助金（△90,079千円）  

    太陽光発電設備等整備工事の契約額が確定し，交付額の減額が見込まれることから，所要額を

減額補正する。 

  ⑥電源立地地域対策交付金（△18千円）  

    電源立地地域対策交付金の決定に伴い，所要額を減額補正する。 

 ２．県支出金【15,890千円】 

議案第７６号 ～ 議案第７８号関係 
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  ①障害福祉サービス等負担金（4,291千円）  

    障害福祉サービスの利用量増加に伴い，県負担金も併せて所要額を増額補正する。 

  ②医療福祉費補助金（7,707千円）  

    医療費支出見込額の増加に伴い，所要額を増額補正する。 

  ③保育所等における性被害防止対策に係る設備等支援事業費補助金（25千円）  

    新たに補助金の交付を受けるため，所要額を増額補正する。（補助率：1/4） 

    認可外保育施設が対象 

  ④校内フリースクール設置促進事業費補助金（1,314千円）  

    校内フリースクール設置促進事業費補助金の交付決定に伴い，所要額を増額補正する。 

  ⑤原子力地域振興事業費補助金（663千円）  

    原子力地域振興事業費補助金の決定に伴い，所要額を増額補正する。 

３．繰入金【335,223千円】 

①財政調整基金繰入金（335,223千円）  

    歳入歳出調整のため，所要額を増額補正する。 

 ４．諸収入【11,306千円】 

  ①後期高齢者医療給付費負担金返還金（10,822千円）  

    令和５年度の療養給付費負担金が確定したことにより，所要額を増額補正する。 

  ②保育所幼稚園等職員給食費（195千円）  

    東海村緊急保育所の開所に伴い，所要額を増額補正する。 

  ③一里塚移転に伴う補償金（289千円）  

    国道６号線拡幅工事による一里塚移転に伴う補償金が確定したため，所要額を増額補正する。 
 

（３）一般会計歳出予算の主な内訳   

１．総務費【59,672千円】 

  ①郵便料（2,967千円）  

    令和６年１０月からの料金の変更に伴い，所要額を増額補正する。 

  ②電源立地地域整備基金積立金（40,000千円）  

    資金計画の決定に伴い，所要額を増額補正する。 

  ③とうかい住まいる応援補助金（3,400千円）  

    申請件数の増加に伴い予算不足が見込まれることから，所要額を増額補正する。 

  ④オフィス環境整備工事設計委託料（1,650千円）  

    オフィス環境整備工事設計（令和６年度分）について，所要額を増額補正する。 

    令和７年度分：債務負担行為限度額 2,475千円 

２．民生費【122,031千円】 

  ①り災者救済賃貸住宅助成金（500千円） 

    ２件の住宅全焼火災発生に伴い，１２月～２月分（翌月払い）について，所要額を増額補正す

る。 

  ②小規模工事（646千円）  

    岡区クロッケー場について，地権者に返却するにあたり，原状回復が要件となっていることか

ら，撤去費用等について所要額を増額補正する。 
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  ③自立支援給付費（41,019千円）  

    障害福祉サービスの利用量の増加に伴い，所要額を増額補正する。 

  ④医療費支給事業（36,640千円） 

    年間支出見込額の増加に伴い，所要額を増額補正する。 

  ⑤電気料（△12,957千円）  

    総合福祉センターの電気料について，当初の予定よりも抑制できる見込みのため，所要額を減

額補正する。 

  ⑥子ども・子育て支援法等一部改正に関する例規整備支援業務委託料（330千円）   

    令和６年度子ども・子育て支援法等の一部改正に関する例規整備に係る費用について，所要額

を増額補正する。 

    令和７年度分：債務負担行為限度額 275千円 

  ⑦子ども・子育て支援交付金返還金過年度分（24,046千円）   

  ⑧子育て世帯生活支援特別給付金給付事業費補助金返還金過年度分（900千円）   

  ⑨子育て世帯生活支援特別給付金給付事務費補助金返還金過年度分（8千円）   

    上記⑦～⑨は，過年度分補助金の確定に伴い，所要額を増額補正する。 

  ⑩ファミリー・サポート・センター業務委託料（900千円）   

  ⑪子育てサポーター委託料（103千円）  

    上記⑩，⑪は，利用者数，利用時間の増加に伴い，所要額を増額補正する。 

  ⑫地域子育て支援センター事業費補助金（629千円）  

    令和６年度子ども・子育て支援交付金要綱の補助基準額の修正に併せて，所要額を増額補正す

る。 

  ⑬保育所等における性被害防止対策に係る設備等支援事業費補助金（225千円）  

    民間事業者向け補助金について，所要額を増額補正する。 

  ⑭保育所管理事業（16,851千円）  

    東海村特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正（１２月議会

上程）に伴う，保育所医及び保育所歯科医報酬の増のほか，加配対象児童の増，産休・育休によ

る保育士報酬，保育士人材派遣手数料の増等に伴い，所要額を増額補正する。 

  ⑮少額備品購入費（百塚 102千円，舟石川 51千円，けやきの杜 90千円，こども園 65千円，緊急保

育所 94千円）  

    保育所等における性被害防止対策として，所要額を増額補正する。 

  ⑯保育士等報酬（こども園）（4,341千円）  

    加配対象児童の増による職員配置数が当初予算編成時の想定より増加したことに伴い，所要額

を増額補正する。 

  ⑰燃料費（124千円），賄材料費（555千円）  

    東海村緊急保育所の開所に併せて，所要額を増額補正する。 

 ３．衛生費【△96,745千円】 

  ①妊婦健康診査費用助成金（200千円）  

    申請件数の増加に伴い，所要額を増額補正する。 

  ②出産・子育て応援交付金返還金過年度分（1,411千円）  

    過年度補助金の確定に伴い，所要額を増額補正する。 
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  ③新型コロナウイルス予防接種健康被害給付費負担金（384千円）  

    新型コロナウイルス感染症予防接種に起因する健康被害について，予防接種被害者健康手帳の

交付を受けている被接種者に対し，医療費等の給付が決定したため，所要額を増額補正する。 

  ④定期予防接種費用助成金（413千円）  

    子宮頸がんワクチン接種について，県外に居住している等の理由により，償還払いによる接種

希望者が増加していることに伴い，所要額を増額補正する。 

  ⑤太陽光発電設備等整備工事（△98,694千円） 

    支出見込額が確定したため，所要額を減額補正する。 

４．農林水産業費【397千円】 

  ①電気料（397千円）  

    排水機場の稼働に係る電気料金の高騰により，予算が不足する見込みであるため，所要額を増

額補正する。 

５．商工費【185,759千円】 

  ①土地購入費（185,759千円）  

    土地開発基金で取得し管理している旧ＮＴＴ跡地を簿価で買い戻すため，所要額を増額補正す

る。（白方７番１ 14,160.51㎡，白方５番５ 351.86㎡） 

 ６．土木費【6,262千円】 

  ①用地購入に伴う補償金（6,262千円）  

    勝木田下の内線の物件移転補償費について再算定した結果，所要額を増額補正する。 

７．消防費【4,015千円】 

  ①防火水槽撤去工事（4,015千円）  

    工事開始後に掘削調査を行ったところ，礫層であることが判明したことから，当該地質に対応

する工法に変更するため，所要額を増額補正する。 

８．教育費【10,953千円】 

  ①校内フリースクール事務什器等備品購入費（1,169千円）  

    今年度開設した校内フリースクールについて，来年度から両中学校での毎日開設に向け，生徒

の多様な利用目的等に合わせ，教室内では生徒が自分の居場所を自己決定し，安心して過ごせる

よう環境整備を行うため，所要額を増額補正する。 

  ②賄材料費（△2,957千円）  

    昼食提供業務委託料との一部重複があったため，所要額を減額補正する。 

  ③施設等利用給付交付金返還金過年度分（653千円）  

    交付金の確定に伴い，所要額を増額補正する。 

  ④賄材料費（4,515千円）  

    精米の価格改定に伴い，所要額を増額補正する。 

  ⑤総合体育館空調・換気設備設置工事設計業務委託料（3,564千円）  

    総合体育館空調・換気設備設置工事設計業務委託料（令和６年度分）について，所要額を増額

補正する。 

    令和７年度分：債務負担行為限度額 5,346千円 
 

（４）債務負担行為補正 
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  ・債務負担行為追加  

    うち新規及びその他重点事業 

     ・オフィス環境整備工事設計委託 令和７年度 限度額 2,475千円 

     ・子ども・子育て支援法等一部改正に関する例規整備支援業務委託 令和７年度 

 限度額 275千円 

・総合体育館空調・換気設備設置工事設計業務委託 令和７年度 限度額 5,346千円 

・男女共同参画行動計画策定業務委託 令和６年度から令和７年度 限度額 2,255千円 

 

 

２. 国民健康保険事業特別会計補正予算 

（議案第７７号 令和６年度国民健康保険事業特別会計補正第２号） 

（１）国民健康保険事業特別会計総括表                （単位：千円）                              

補正前 補正額 補正後

国民健康保険事業特別会計 2,967,081 956 2,968,037  

（２）国民健康保険事業特別会計歳入歳出予算の主な内訳   

【歳入】 

・社会保障・税番号制度システム整備費補助金（880千円）  

・支払準備基金繰入金（76千円）  

【歳出】 

・保健衛生普及事業（139千円）  

・保険給付費等交付金償還金事業（817千円）  
 
国民健康保険被保険者証制度改正に伴うシステム改修に充てるため，社会保障・税番号制度シ

ステム整備費補助金を増額補正するとともに，集団検診予約方法変更を周知するためのチラシ作

成・配布費用，過年度補助金の返還金について，所要額を増額補正する。 

 

３. 介護保険事業特別会計補正予算 

（議案第７８号 令和６年度介護保険事業特別会計補正第２号） 

（１）介護保険事業特別会計総括表                  （単位：千円）                                                 

補正前 補正額 補正後

介護保険事業特別会計保険事業勘定 3,145,192 2,064 3,147,256  

（２）介護保険事業特別会計歳入歳出予算の主な内訳   

【歳入】 

・第２号被保険者の介護納付金分に係る支払基金交付金過年度分（2,053千円）  

・介護給付費等繰入金過年度分（11千円）  

【歳出】 

・介護給付費準備基金積立金（4,118千円）  

・社会保険診療報酬支払基金支出金過年度分返還金（△2,054千円）  
 

     前年度精算額の算定誤りを修正するため，所要額を補正する。 

（３）債務負担行為 

   ・債務負担行為  
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茨城県東海村村松768番地38 e-mail：maruhaku@vill.tokai.ibaraki.jpTel.029-287-0851
開館時間 〈平日〉9時～19時 〈土日祝日〉9～17時  　休館日  月曜日（月曜日が祝日の場合はその翌平日）、12月29日～1月3日

令和�年��月�日（土）～ 令和�年�月��日（日）会 期

開催場所：東海村歴史と未来の交流館  企画展示室

主催：東海村歴史と未来の交流館
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東海村70周年を記念し、郷土を代表する人物を紹介します。塙南可・千里の親子は、昭和の時代に、

それぞれ画家、歌人として活躍した人物です。

南可氏は、農業や役場の職員を勤めながら、木村武山最後の弟子として画を描き、また村松虚空蔵尊

の僧侶、村松子ども会を創立・運営するなど多方面で郷土のために活躍しました。

千里氏は農業を営みながら、斎藤茂吉の孫弟子、かつ佐藤佐太郎の弟子の歌人として長年活躍し、

文化財保護審議委員や村史編纂事業にも関わりました。

画と短歌をとおして、村の日常や静かな変化とその心情がつたわれば幸いです。

東海村制70周年記念

東海村美術連盟の先生たちが
優しくスケッチを教えてくれます。

��月��日（土）��：�� ～��：��
��名（��月��日〆切り）
東海村歴史と未来の交流館 活動室�

おとなのおえかき教室 おとなのおえかき教室 
初心者
大歓迎！

① 申込み（メール、TEL、窓口）
② 12月10日までに歴史と
　 未来の交流館へ短歌作品
　 1首を投稿（投稿手段は
　 別途通知）
③ 12月中旬に参加者へ無
　 記名で全作品を送付
④ 素敵だとおもった３首に
　 投票
　 （12月28日〆切り）
⑤ 1月11日、講師の先生を
　 中心に、参加者の皆さんで
　 各作品の素敵だと感じた
　 ところを話し合います。

日 時

定 員

場 所

自由なテーマで短歌を詠み、
親しみましょう。

短歌会「令和７年 塙千里歌会始」短歌会「令和７年 塙千里歌会始」

初心者
大歓迎！

�月��日（土）��：�� ～��：��
��名（��月��日〆切り）
東海村歴史と未来の交流館 活動室�

日 時

定 員

場 所

塙南可・千里展ーむらをうつすー
はなわ なん       か                  ち     さと

「文芸×東海村」
東海村歴史と未来の交流館 展示室�にて開催

関連展示・ワークショップ

歌会のながれ

東海村歴史と未来の交流館 （生涯学習課 博物館・文化財担当）

お申込み先

休館日：月曜日（月曜日が祝日の場合はその翌平日）、12月29日～1月3日

TEL.０２９-２８７-０８５１
e-mail：maruhaku@vill.tokai.ibaraki.jp
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中高生 Cafe とは… 

「中高生 Caｆe」は、現役の高校生が受験に取り組む中学生に向けてそれぞれの高校の魅力

を紹介する「受験応援」企画です。 

「気になる高校があるけど、イメージが沸かなくて迷っている」「高校のパンフレットには載

っていない普段の高校生活について聞いてみたい」「受験勉強をどうやって乗り切ったのか

知りたい」そんな方におすすめです。 

憧れの先輩たちから、高校の気になる情報を仕入れて、受験のモチベーションアップにつな

げてもらえたらうれしいです。 

場所：東海村産業・情報プラザ（アイヴィル） 

対象：中学 1～3 年生 

定員：100 名 ※先着順（東海村在住者優先） 

 

東海村 

高校生会 HP 

中高生 Cafe 

(紹介高校) 

申込フォーム 

主催：東海村高校生会 
協力：水戸市サブリーダーズ会・ひたちなかリーダーズクラブ・東海村教育委員会生涯学習課 
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1. 開会行事・アイスブレイク 

2. 事前に希望した高校のブース席へどうぞ 

3. 学校紹介「わたしの学校はここがすごい！」 

4. 受験勉強【秘】テク紹介「受験勉強はこうして乗り切るべし！」 

5. 質問コーナー 

6. 席移動(2に戻る) 

7. 4巡したら、終了 

※会場内に休憩できるカフェコーナー（無料）を設けております。 

水戸第一、 水戸第二、 水戸第三、 緑岡、 水戸桜ノ牧、 水戸南、 

茨城工業高等専門、 勝田工業、 東海、 日立第一、 日立北、 茨城、 水城、 

水戸葵陵、 水戸女子、 大成女子、 茨城キリスト教学園、 日立工業専修 
※随時更新。村公式 HP でご確認ください。 

【申込期間】令和 6年 11月 10日（日曜日）～11月 28日（木曜日） 

【申込方法】右の二次元コードからお申込みください。 

https://www.vill.tokai.ibaraki.jp/cgi-bin/inquiry.php/256  

※申込期間中のみ公開いたします。 

※申込受付は先着順となります。優先順位は東海村在住者を最優先とし、続いて水戸市・

ひたちなか市在住者とします。申込み時点で定員を超えていた場合は、メールにてその

旨をご連絡させていただきます。 

※説明役の高校生が体調不良等により、急遽参加できなくなった場合は希望する高校の

説明ができない可能性があります。 

※高校生に質問できるのは当日のみとなります。連絡先の交換はできません。 

※保護者の方の同席はできません。 

※当日の様子を東海村や協力市町村のホームページや高校生会の SNS に掲載する場合

がありますのでご了承ください。 

※変更・中止については、村公式 HPにてお知らせいたします。 

お問合わせ 

東海村教育委員会生涯学習課（歴史と未来の交流館内） 電話 029-287-0851 

〒319-1112 東海村村松 768-38  メール：seisyounen@vill.tokai.ibaraki.jp 

受付時間：午前 9 時～午後 5 時 ※休館日：月曜日（祝日は除く）・祝日の翌平日 

気になる高校が 

あるけれど、 

イメージがわかない！ 

志望校は決まったけれ

ど，モチベーション

UP のために実際の情

報が欲しい！ 

高校のパンフレット

には載っていない普

段の高校生活につい

て聞いてみたい！ 

▲HP はこちら 

▲申込はこちら 
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今年は駅伝競技に「小学生高学年の部」を新たに追加して開催しますので、皆さまの参加をお待ちしています。 

 

令和７年 １月１３日（月・祝） 
                                 ※少雨決行・荒天中止  
[選手受付]８：３０～※種目により受付締切時間が変わります。 
開会式９：１５～/ｱﾄﾗｸｼｮﾝ（ﾀﾞﾝｽ発表）９：３０～ 
競技時間１０：００～１５：１０予定  

 
◆募集部門（内容・対象）  ※各部門のスタート時間は調整中です。 

競 技 ・ 部 門 内 容 対 象 者 

マ
ラ
ソ
ン
競
技 

➀一 般 の 部 男女混走・約 5.0ｋｍ 東海村内在住・在勤・在学者（高校生以上） 

②中 学 生 の 部 男女混走・約 3.0ｋｍ 東海村内在住・在学の中学生 

➂小学生高学年の部男子 
男 女 別・約 2.0ｋｍ 東海村内在住・在学の小学４～６年生 

④小学生高学年の部女子 

⑤小学生低学年の部男子 
男 女 別・約 1.2ｋｍ 東海村内在住・在学の小学１～３年生 

⑥小学生低学年の部女子 

⑦家 族 の 部 
◎２人１組でタスキを持って 
ゴールを目指します。 
競争ではありません。 

0.4ｋｍ 

（競技場 1周） 

東海村内在住・在学・在勤者による、小学１～３年生ま
たは平成３０年４月２日～令和２年４月１日生まれの児
童・幼児と、その親または祖父母の２人１組 
※児童・幼児または親・祖父母のいずれかが東海村内在住・

在学・在勤者であればご参加いただけます。 

駅 
伝 
競 
技 

⑧一 般 の 部 
（中学生以上） 

男女混走 

約２．０ｋｍ×５区間 

東海村内在住・在学・在勤者の方で、中学生以上に
よる５人１組（男女混合は問いません。） 
※部活動単位での参加も可能です。 

⑨小学生高学年の部 
男女混走 

約１．２ｋｍ×5区間 
東海村内在住・在学の方で、小学生高学年による 
５人１組（男女混合は問いません。） 

○マラソン競技・小学生の部について、申込者数により男女同時にスタートとなる場合があります。 

○マラソン競技・一般の部及び中学生の部は混走を予定しますが、男女別に表彰を行います。 

○東海村スポーツ少年団員およびＳＣスマイルＴＯＫＡＩ会員の方は東海村内在住・在学・在勤者に限らずご参加いただけます。 
 
◆参加費  マラソン競技 ： 一般１,０００円/人 、小・中学生５００円/人、家族の部６００円/組 

駅 伝 競 技 ： 一般の部３,０００円/チーム（中学生のみの構成チームは２,５００円） 

小学生高学年の部２,５００円/チーム 
※参加費には保険加入料・ゼッケン代・参加賞代を含みます。申込後の参加費の返金は一切いたしませんのでご了承ください。 

 
◆その他  ○募集定員はありません。また、対象者の範囲内であれば２部門以上への重複出場が可能です。 

○マラソン競技・家族の部を除き、出場者全員の記録の計測を予定しています。（ただし発表は後日となります。） 
  （駅伝競技については、区間タイムは計測せず、総合タイムのみの計測となります。） 
※マラソン競技・家族の部は競争ではありません。完走した全組へ、ゴール後に「完走証」を授与します。 

 

≪お申込み方法≫ 

総合体育館窓口備付けの申込書または上記ＱＲコードよりプリントアウトした申込書に 
必要事項を記入の上、東海村総合体育館窓口へ参加費を添えてお申込みください。 

  【※未成年者の場合、申込書に保護者押印欄がありますので、印鑑（シャチハタ可）を持参ください。】 

募集期間：令和６年１０月２７日(日)～１１月３０日(土) 
受付時間は８：３０から１７：１５まで。月曜日(月曜日が祝日の際は翌平日)は休館日となります。  

◆主催＝東海村マラソン大会実行委員会  ◆後援＝東海村／東海村教育委員会  
◆主管＝特定非営利活動法人スポーツクラブスマイル東海／公益財団法人東海村文化・スポーツ振興財団 

 

≪お問い合わせ≫ 

東海村マラソン大会実行委員会事務局 （東海村総合体育館内） ☎０２９-２８３-０６７３ 

◆会 場 

茨城県立笠松運動公園 
主陸上競技場をスタート・ゴールとした 

公園敷地内コース 
※コース図は（公財）東海村 

文化・スポーツ振興財団の 

ＨＰに随時UPします。 

◆日 時 
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